
【事例紹介】
官民連携によるデジタル技術活用を通じて

防災と日常生活の両立を図る
スマートシティ構想の取組

2026/03/10

すさみ町役場　地域未来課

地域活性化起業人　木村篤

（出向元：ソフトバンク株式会社）
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1.和歌山県すさみ町の概要

世界文化遺産
熊野古道大辺路長井坂すさみケンケン鰹
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[位置] 紀伊半島の先端に位置し、
          羽田空港から熊野白浜リゾート空港
　　   利用し1時間強で訪れることが可能

[地勢] 面積174.45ℓ
　　　町土の約93%は林野
　　　平地は海岸線を中心にわずか

[人口]  3,450人（R7.3.31現在）
[主要産業]　農林漁業、観光業

熊野白浜リゾート空港
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1.和歌山県すさみ町の概要

出展：「2025年3月31日 NHK WEB NEWS 南海トラフ巨大地震の新被害想定 和歌山県死者６万５０００人 」より

南海トラフ巨大地震

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium



南海トラフ大地震の予測や被害規模の想定

孤立避難所の
発生見込み

20ヶ所以上

南海トラフ地震での
最短津波到達時間

津波高1m 3分

南海トラフ地震の想定被害

人的被害　約2,000名

全壊　　　約2,000棟

半壊　　　約830棟

南海トラフ地震の津波被害
津波による死亡者

85%
（死亡者数約1,700名）

出典：※1　平成26年 和歌山県地震被害想定調査 報告書　※2　平成29年 和歌山県の地震津波対策について

※１ ※２

※１
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1.和歌山県すさみ町の概要

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium
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2.スマートシティの取組

平時 有事!
例）住民/観光客への情報発信サイト

引用：株式会社ウフルHP（https://uhuru.co.jp/service/elcompath/）

-Smart City Vision

平時・有事でシステムを共有するエコシステム

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium
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2.スマートシティの取組

官民連携組織 すさみスマートシティ推進コンソーシアム

設立日 令和3年8月30日

目的

産学金民官連携により、ＩoＴやＡＩを含むＩＣＴ等の
先端技術を活用しながらスマートシティを目指し、

地域の抱える防災、観光、交通、経済、高齢化等の諸課題を
解決するとともに、人々の生活の質を高め、

全体を最適化させながら持続的な発展が可能なまちの実現を目指す

参加団体

すさみ町　一般社団法人すさみ町観光協会
ソフトバンク株式会社（防災WG幹事）
株式会社ウフル（観光/教育WG幹事）

株式会社南紀白浜エアポート　ベル・データ株式会社
Milab株式会社　MONET Technologies株式会社（MaaSWG幹事）

アドバイザー 和歌山県

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium
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2.スマートシティの取組
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3. 3D都市モデル整備

出典：国土交通省 PLATEAUウェブサイ（https://plateauview.mlit.go.jp/?share=01jvx8b4m7b4n24nb5wemvswap）©2026 Susami Smart City Promotion Consortium

国土交通省推進のPLATEAU※プロジェクトに参加

※PLATEAUは、国土交通省が様々なプレイヤーと連携して推進する、日本全国の都市デジタルツイン実現プロジェクト
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                                  3D都市モデル
　　　　　　　　　　　　　　整備区

域

すさみ町全域 令和5～7年度に整備

出典：国土交通省 PLATEAUウェブサイト（https://plateauview.mlit.go.jp/?share=01jvx8b4m7b4n24nb5wemvswap）©2026 Susami Smart City Promotion Consortium

3. 3D都市モデル整備
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避難訓練GPS情報と津波シミュレーション重ね合わせ

津波浸水エリア

避難訓練参加者

津波浸水予測データ提供：和歌山県

4.【平時】デジタル避難訓練
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5 .【平時・有事】ドローン航路作成

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium

3DMAP上に建築物データ/ドローン航路を構築
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6. 【平時・有事】遠隔操作自動航行ドローン

被災想定外地域からドローン遠隔操作

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium
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被災直後の津波警報/津波浸水エリア点検訓練実施

点検・放送ドローン2台同時航行 点検映像の広域配信

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium 写真提供：ソフトバンク株式会社

6. 【有事】遠隔操作自動航行ドローン
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気象庁によると、30日午前8時25分ごろ、
カムチャツカ半島付近で地震が発生。

地震の規模（マグニチュード）は8・0と推定
されている（その後8・7に変更）。太平洋側
を中心に、北海道から本州、九州まで広い範
囲に津波注意報を発表。

その後、一部で津波警報に変更した。予想さ
れる津波の高さは3メートル。

※7/30(水) 9:36配信 yahoo!速報より

津波警報に対し3DMAPでの事前設定航路を活用したドローン点検実施

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium

6. 【有事】遠隔操作自動航行ドローン
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孤立避難所（想定）へ20kg物資配送

水10ℓ食料10kgを梱包 ドローン離陸の様子

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium 写真提供：ソフトバンク株式会社

6. 【有事】遠隔操作自動航行ドローン
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6. 【平時】遠隔操作自動航行ドローン

町内ボランティア連携にて医薬品・お弁当を高齢者へ配送
LINE活用でボランティア
依頼・支援者マッチング

医薬品梱包 物流ドローン活用

事前作成済み航路を自動航行 ラストワンマイルの
ボランティア配送

配送と本人確認
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合計380回※1,総航行距離約1566.6km,総運搬重量428kg（物流111回）実施
※令和3年～7年度実績

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium 写真提供：ソフトバンク株式会社

6. 【平時・有事】遠隔操作自動航行ドローン
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7.2025 国際首長フォーラムでの事例紹介

©2026 Susami Smart City Promotion Consortium

「2025 International Mayors Forum（国際首長フォーラム※）」ですさみ町の岩田勉町長が登壇
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3D都市モデルを活用したすさみ町スマートシティの取組を発表

※本フォーラムは、国連経済社会局（UN DESA） と国連人間居住計画（UN-Habitat）が主催で、世界各国の市長や地方自治体の代表が一堂に会し「Actions Today for a
Resilient Future - Localizing the SDGs and Advancing the Pact for the Future」をテーマに、SDGsの実現と災害に強いまちづくりについて議論が行われました。

7.2025 国際首長フォーラムでの事例紹介
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ルワンダ共和国キガリ市長との会談の様子

7.2025 国際首長フォーラムでの事例紹介
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すさみ町
Susami Town
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